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生 存 権 裁 判 を 支 援 す る 北 海 道 の 会

事務局：北海道生活と健康を守る会連合会
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４
日
、
札
幌
地
裁
で
第
７
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
原
告

の
菊
地
さ
ん
、
佐
賀
さ
ん
、
原
告
予
定
者
の
伊
賀
さ
ん
、
８

名
の
弁
護
団
と
支
援
者
計
７
３
名
が
集
ま
り
、
傍
聴
席
を
一

杯
に
し
ま
し
た
。
母
子
加
算
復
活
を
公
約
し
た
政
党
が
多
数

と
な
っ
た
総
選
挙
後
す
ぐ
の
裁
判
で
あ
り
、
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
な
ど

多
数
の
マ
ス
コ
ミ
も
つ
め
か
け
ま
し
た
。 

 

裁
判
で
は
、
弁
護
団
か
ら
計
７
０
㌻
近
い
３
つ
の
準
備
書

面
が
提
出
さ
れ
、
①
母
子
家
庭
に
は
特
別
の
「需
要
」が
あ
る

こ
と
②
原
告
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
③
政
府
が
最
大
の
根
拠

と
し
て
き
た
統
計
（
特
別
集
計
）
の
「有
意
性
」が
崩
れ
去
っ
た

こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
原
告
の
川
口
美
幸

さ
ん
の
陳
述
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
「
未
来
あ
る
子
の
芽
を
摘

ま
な
い
で
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

続
く
報
告
集
会
で
、
内
田
弁
護
団
長
は
、
「
母
子
加
算
復

活
を
政
治
課
題
に
さ
せ
た
の
は
全
国
の
生
保
裁
判
の
力
。
気

を
抜
か
ず
に
頑
張
ろ
う
」
と
の
訴
え
に
、
参
加
者
は
決
意
を

新
た
に
政
党
宛
要
請
葉
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

９・４ 札幌地裁 傍聴席一杯の７３名が集結

◆報告集会の様子◆ （ＩＮ 高教組センター） 

 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆今後の裁判の予定☆ 

①釧路地裁；１０／１３（火）１４時～ 

 その前に街頭宣伝（和商市場）を行います 

②札幌地裁；１２／１８（金）１０時～ 

 

行動 

提起 

①衆議院議員・政党宛に母子加算復活の葉書を送ろう。 

②９月１０日（木）大通街頭宣伝行動への参加を。１２：１５～ 大通西３丁目 

③１０月２４日（土）支援する会第３回総会へのご参加を。 

１３：３０～（受付１３時～）  札幌市社会福祉総合センター（地下鉄東西線西１８丁目） 

○ 弁護団の主張；「廃止の根拠は完全に崩れた」 

① 生活保護の母子家庭特有の「特別需要」とは～母

親が背負う負担だけではなく、子ども達の背負う

ハンディキャップ…発達段階に応じた成長課題があ

り、親と過ごす時間、社会性や学力の向上の機会

が不足…を補うため加算はどうしても必要。 

② 原告の生活実態～生活状況、子ども達への影響、

肉体的精神的負担の詳細な聞き取りに基づいて。 

③ 統計～麻生総理大臣「（この資料が）統計的に有意

なものであるかどうか確認できない」 


